
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

北

島
義
斉
会
長)

は
、
先
に
開
催

さ
れ
た
定
期
総
会
に
於
い
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
動
の
柱
に
位
置
づ

け
、
委
員
会
・
部
会
活
動
を
再

編
」
し
、
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
新
設
し
て
、
会
員
十
団
体
の

会
員
企
業
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
層

の
理
解
・
浸
透
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

こ

こ

最

近

テ

レ

ビ

、

ラ

ジ

オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に 

 

 

  

 

                

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
文
字
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
一
般
の
認
知
度

は
低
く
、
印
刷
業
界
も
ご
多
分

に
漏
れ
ず
認
知
度
は
低
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

当
組
合
で
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
が
多
く
、
昨
年

十
月
に
も
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。 

                     

こ

の

た

め

日

印

産

連

で

は

会
員
企
業
に
さ
ら
な
る
理
解
と

浸
透
を
図
る
た
め
に
積
極
的
に

導
入
支
援
を
す
る
こ
と
と
な
り
、

六
月
か
ら
は
日
印
産
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。 

「

印

刷

産

業

と

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ
」
と
い
う
タ
ブ
を
設
け
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
導
入
す
る
た
め
の

各
種
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
資
料

の
提
供
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み

事
例
の
紹
介
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
解
説
動
画
の
配
信
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
印
刷
会

社
と
し
て
取
り
組
め
る
事
項
や

事
例
を
分
か
り
易
く
ま
と
め
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ

ピ
ン
グ
リ
ス
ト
」
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、e

-le
a

r
n

in
g

機
能

付
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
や
、
八
月
、
九
月
、
十
月
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
習
会
も
企
画
さ
れ

て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
会
員
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

理
解
度
と
取
組
の
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
提
供
す
る
ツ

ー
ル
や
講
習
会
の
内
容
へ
の
反

映
、
日
印
産
連
の
今
後
の
施
策

検
討
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
る
。 

こ

れ

は

ｇ

ｏ

ｏ

ｇ

ｌ

ｅ

フ

ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て

い
る
た
め
、
回
答
す
る
に
あ
た

っ
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
解
説

動
画
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
資
料
な
ど
を
み

た
う
え
で
回
答
す
る
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
回
答
し
な
が
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
的
な
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

日

印

産

連

が

重

要

視

す

る

四
つ
の
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は 

１
．
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し

た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進 ２
．
地
方
創
生
に
関
わ
る
事
業 

推
進 

３

．

地

球

環

境

へ

の

配

慮 

４
．
女
性
活
躍
推
進
を
は
じ
め

と
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
、

人
権
及
び
多
様
性
の
尊
重  

 ■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は 

サ

ス

テ

イ

ナ

ブ

ル

・

デ

ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ

の
略
で
、
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」
と
訳
さ
れ
る
。
二
〇
三

〇
年
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
の
解
決
に
向
け
、
世
界
の
全

て
の
人
が
協
力
し
よ
う
と
い
う

十
七
の
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
を
指

す
言
葉
で
、
二
〇
一
五
年
九
月

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
加
盟
一
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ＳＤＧｓ導入企業を積極的に支援  

日印産連 ポータルサイトを開設 

8 月から順次講習会も開催へ  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


九
三
か
国
の
全
会
一
致
に
よ
っ

て
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。 

■
十
七
の
目
標 

①
貧
困
を
な
く
そ
う 

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に 

③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を ④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に 

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う 

⑥
安
全
な
水
を
ト
イ
レ
を
世
界

中
に 

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ

し
て
ク
リ
ー
ン
に 

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も 

⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を

作
ろ
う 

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う １
１
棲
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く

り
を 

⑫
つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任 

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を ⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う 

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う 

⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人

に ⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う 

そ

し

て

こ

の

十

七

の

目

標

を
、
よ
り
具
体
的
に
し
た
も
の

が
「
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

は

左

記

へ

。 

一
般
社
団
法
人 

日
本
印
刷

産
業
連
合
会 (

jfp
i.o

r
.jp

)
 

 

 

日
印
産
連
新
会
長
に 

北
島
義
斉
氏
を
選
出 

 

日

本

印

刷

産

業

連

合

会

は

、

六
月
十
六
日
に
開
催
し
た
第
三

十
七
回
定
期
総
会
に
於
い
て
新

会
長
に
印
刷
工
業
会
会
長
の
北

島
義
斉
氏(

大
日
本
印
刷
代
表

取
締
役
社
長)
を
選
出
し
た
。 

今

年

度

の

新

た

な

重

点

施

策
と
し
て
①
「
新
た
な
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
②
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
③
地
球
環
境
保
全

施
策
の
推
進
④
Ｄ
Ｘ
の
推
進
⑤

「
取
引
適
正
化
」
の
推
進
の
五

点
を
掲
げ
、
「
会
員
団
体
と
参

加
企
業
の
連
携
を
深
め
て
感
動

と
夢
を
与
え
る
新
し
い
産
業
を

実
現
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

 

日
本
ウ
エ
ス
ト
が 

東
京
オ
フ
ィ
ス
開
設 

 

日

本

ウ

エ

ス

ト

は

こ

の

ほ

ど
東
京
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
ま

し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
促
進
法
に
よ
り
、
環
境
取
り

組
み
へ
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、

同
社
の
関
東
・
中
部
・
関
西
の

五
工
場
を
活
用
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
の
提
案
や
、
資
源
循
環
社
会

実
現
の
一
翼
を
担
う
皆
様
方
と

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

実
現
を
目
指
し
多
角
的
な
協
創

へ
の
拠
点
と
し
て
最
新
情
報
を

発
信
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
開
設
し
た
。 

日
本
ウ
エ
ス
ト
東
京
オ
フ
ィ
ス 

〒

一

〇

八

-

〇

〇

七

五 
 

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目 

十
六-
四 

品
川
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
五
階 

☎
〇
三-

六
二
六
〇-

〇
一
六
六 

 

Ｆ
ａ
ｘ 

〇
三-
六
二
六
〇-

〇

一
六
五 

最
寄
り
駅
：
Ｊ
Ｒ
山

手
線
「
品
川
駅
」
港
南
口
か
ら

徒
歩
四
分 

 

光
英
堂
シ
ー
ル
移
転 

 

 (

有)

光
英
堂
シ
ー
ル
印
刷

(

坂
内
仁
英
社
長)

は
、
左
記
に

移
転
し
、
七
月
四
日
よ
り
業
務

を
開
始
し
た
。 

住
所
・
〒
一
一
五-

〇
〇
五

一 

東
京
都
北
区
浮
間
四
丁
目

十
五
番
六
号 

電
話
・
〇
三-

五
九
一
六-

六

八
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
三-

五
九
一
六-

六
八
二
二 

  

協
賛
会
に
二
社
加
入 

  

協
賛
会
に
こ
の
ほ
ど
ザ
イ
コ

ン
ジ
ャ
パ
ン
と
シ
リ
ウ
ス
ビ
ジ

ョ
ン
の
二
社
が
新
た
に
加
入
し

ま
し
た
。 

 

■
ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱ 

代

表

者

・

星

名

勧 

デ

ジ

タ
ル
印
刷
の
世
界
的
パ
イ
オ
ニ

ア 

〒

一

一

三

-

〇

〇

三

四 

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
の
一
の

三 

Ｍ
Ｓ
ビ
ル
一
階 

☎
〇
三

-

五
八
〇
七-

〇
二
一
〇 

Ｆ
Ａ

Ｘ
〇
三-

五
八
〇
七-

〇
二
一
一 

 

■

シ

リ

ウ
ス

ビ
ジ

ョ

ン

㈱ 

代
表
者
・
辻
谷
潤
一 

画
像
検

査
シ
ス
テ
ム
や
特
殊
印
刷
機
の

製
造
販
売 

〒
二
二
二-

〇
〇

三
三 

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜

二-

四-

十
七 

☎
〇
四
五-

五

九

五-

九

二

八

八 

Ｆ

Ａ

Ｘ 

〇
四
五-
五
九
五-

九
二
八
七 

 

                                 

北島義斉氏  

https://www.jfpi.or.jp/
https://www.jfpi.or.jp/


六
月
度
理
事
会
議
事
録 

 

■
日
時
・
六
月
二
十
一
日(

火)  

午
後
六
時
半 

■
会
場
・
組
合
会
議
室 

■
参
加
者
・
北
島
憲
高
、
本
間

敏

道

、

大

澤

雅

純

、

保

坂

知

彦

、

平

山

愛

二

郎

、

川

野

豊

久

、

清

宮

和

夫

、

藤

井
崇
徳(

オ
ン
ラ
イ
ン)

 

■
議
題 

一
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ

い

て

(

勉

強

会 

支

部

会 

研
修
旅
行)

 

・
イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会 

中
央

会
の
持
続
化
支
援
事
業
の
助
成

金
を
使
用
し
て
開
催
す
る
。
日

程
は
、
七
月
二
六
日
二
七
日
二

八
日
の
い
ず
れ
か
で
、
中
央
会

の
講
師
が
決
ま
り
次
第
、
上
野

精
養
軒
に
会
場
手
配
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

・
工
賃
に
関
す
る
勉
強
会 

第

二
弾
と
し
て
工
賃
に
関
す
る
勉

強
会
も
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て 

連
合
会
が
八
月
九
月
十
月

の
三
回
に
わ
た
っ
て
セ
ミ
ナ
ー

ナ
ー
を
企
画
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。 

・
研
修
旅
行
に
つ
い
て 

組
合

研
修
旅
行
を

3

年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
、
ソ
ル
テ

ッ
ク
工
業
の
工
場
見
学
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
福
利
厚

生
委
員
会
に
一
任
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

・
忘
年
会(

合
同
支
部
会)

 
 

忘

年
会
も
合
同
支
部
会
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
十
二

月
二
日
を
第
一
候
補
に
検
討
す

る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

・
ミ
ニ
機
材
展 

ミ
ニ
機
材
展

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
年
内
に
二
回

程
度
開
催
し
、
来
年
二
月
か
三

月
に
リ
ア
ル
で
開
催
す
る
こ
と

で
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

・
年
次
大
会(

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会)  

 

十
一
月
二
十
五
日
に
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
に
於
い
て
、
年
次
大

会(

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会)

が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
年
前
の

東
京
大
会
と
同
じ
形
式
で
の
開

催
と
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

原
材
料
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て 

・
タ
ッ
ク
紙
な
ど
原
材
料
の
値

上
げ
に
つ
い
て 

出
席
者
か
ら

昨
年
十
二
月
の
値
上
げ
が
や
っ

と
ユ
ー
ザ
ー
に
認
め
ら
れ
た
ば

か
り
な
の
に
、
ま
た
八
月
か
ら

の
値
上
げ
は
対
処
で
き
な
い
。

今
回
は
一
五
％
の
値
上
げ
と
い

う
こ
と
で
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
と
い
う
声
が
大
半
を
占
め
、

中
に
は
シ
ー
ル
も
値
上
げ
を
す

る
い
い
機
会
と
い
う
声
も
あ
っ

た
が
、
一
年
に
二
回
、
そ
れ
も

今
回
は
一
五
％
と
い
う
の
で
は

如
何
と
も
し
が
た
い
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
。
今
回
も
連
合
会

名
で
協
賛
会
宛
に
要
望
書
を
提

出
し
た
が
、
ま
た
各
得
意
先
に

出
す
文
書
の
ひ
な
型
も
作
る
こ

と
に
な
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

・
協
賛
会
と
の
関
係
に
つ
い
て 

協

賛

会

と

組

合

の

関

係

に

つ
い
て
協
賛
金
の
問
題
も
含
め

て
い
ま
一
度
検
討
す
べ
き
で
は

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
正
札
シ

ー
ル
組
合
と
も
一
緒
に
な
っ
て

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
報

告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

・
来
期
役
員
に
つ
い
て 

来
期
役
員
に
つ
い
て
は
時
間
が

無
く
な
っ
た
た
め
次
回
持
ち
越

し
と
な
っ
た
。 

そ
の
他 

 

・
森
林
認
証
に
つ
い
て 

 

清
宮
和
夫
氏
か
ら
、
森
林
認

証
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

組

合

事

務

所

の

二

階

の

事

務
所
の
借
り
手
が
決
ま
り
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
「
Ａ
ｌ
ｍ
ａ
」
と
六

月
一
七
日
に
契
約
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。 

終
了
午
後
七
時
四
〇
分 

年
次
大
会
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会 

三
年
ぶ
り
の
開
催
へ 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主

催
の
、
第
六
十
四
回
年
次
大
会

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会
は
、
十
一
月
二

十
五
日(

金)

に
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
ホ
ー
ル
Ａ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。 

当

日

は

式

典

・

表

彰

式

、

第
三
十
二
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
と
作
品
展

示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

次
大
会
の
開
催
は
令
和
元
年
十

月

二

十

五

日

に

「

び

わ

こ

大

会
」
が
開
催
さ
れ
て
以
来
三
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー 

 

三
回
に
わ
た
っ
て
開
催 

◆

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

セ

ミ

ナ

ー

入

門

編 

八

月

二

十

四

日(

水)  

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信 

◆

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

セ

ミ

ナ

ー

応

用

編 

九

月

二

十

七

日(

火)  

オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ア
ル
併
用 

リ

ン
テ
ッ
ク
会
議
室 

◆

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

セ

ミ

ナ

ー

実

践

編 

十

月

二

十

五

日(

火)  

オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ア
ル
併
用 

リ

ン
テ
ッ
ク
会
議
室 

                            

 

  

 

 



  

 

  第
二
章 

あ
ら
ゆ
る
病
気
は
腸

か
ら
始
ま
る 

 

ニ
ワ
ム
シ
ク
イ
は
孵
卵
し
て

か
ら
二
か
月
で
六
五
〇
〇
Ｋ
ｍ

の
渡
り
に
出
る
。
旅
に
出
る
前

体
を
太
ら
せ
る
。
人
間
な
ら
病

的
な
肥
満
に
な
る
く
ら
い
体
重

を
増
や
す
。
越
冬
地
に
着
く
こ

ろ
に
は
元
の
体
重
に
戻
る
。 

か

ご

の

中

に

い

る

鳥

も

体

重
の
増
減
を
示
す
ニ
ワ
ム
シ
ク

イ
の
体
重
は
、
入
っ
て
く
る
カ

ロ
リ
ー
と
出
る
カ
ロ
リ
ー
が
同

じ
な
ら
維
持
さ
れ
る
と
い
う
単

純
な
も
の
で
は
な
い
。 

ヒ

ト

は

肥

満

と

過

体

重

の

根
本
原
因
は
「
摂
取
カ
ロ
リ
ー

と

消

費

カ

ロ

リ

ー

の

不

均

衡

だ
」
と
い
う
の
が
、
化
学
的
に

認
め
ら
れ
た
説
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
ニ
ワ
ム
シ
ク

イ
は
摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー
以
上

の
死
亡
を
素
早
く
蓄
え
る
こ
と

が
で
き
、
燃
焼
さ
せ
る
カ
ロ
リ

ー
以
上
の
脂
肪
を
落
と
す
。
体

重
調
節
に
別
の
要
素
が
関
わ
っ

て
い
る
。 

ニ
ワ
ム
シ
ク
イ
に
カ
ロ
リ 

    

 

ー
イ
ン
、
カ
ロ
リ
ー
ア
ウ 

ト
の
法
則
が
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ヒ
ト
は
原
料
に
成
功
し
て
も
リ

バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
う
。
何
を

ど
う
し
よ
う
と
減
量
で
き
な
い
。 

 

ヒ
ト
は
今
、
ニ
ワ
ム
シ
ク
イ

の
よ
う
な
「
体
重
増
進
期
」
に

あ
る
。
人
類
全
体
的
に
太
っ
た

原
因
は
食
べ
る
量
が
増
え
る
か

ら
で
も
運
動
量
が
減
っ
た
か
ら

で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
何
故
太
る
の
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
違
い
か
、
新
陳
代
謝

が
悪
い
の
か
も
関
係
な
さ
そ
う

だ
。
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
や
っ
と
理
解
さ
れ

始
め
た
。
体
重
は
カ
ロ
リ
ー
計

算
だ
け
で
管
理
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。 

共

生

微

生

物

の

重

要

性

が

明
る
み
に
出
た
の
は
、
不
快
な

病
気
、
過
敏
性
腸
症
候
群
が
き

っ
か
け
で
、
腸
の
複
雑
な
生
態

系
も
抗
生
物
質
や
病
原
体
が
生

き
裂
れ
破
壊
さ
れ
、
元
に
戻
ら

な
い
位
荒
れ
た
ヒ
ト
の
腸
内
な

ら
デ
ィ
ス
バ
イ
オ
シ(

マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
タ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
が
生
じ
る
。
腸
内
環
境

の
平
和
が
乱
さ
れ
た
結
果
の
病

気
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
肥
満
を
深

刻
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
国
、
肥
満
ラ
ン
キ
ン
グ
九
十

位
で
肥
満
率
の
低
い
国
に
も
関

わ
ら
ず
胃
バ
イ
パ
ス
手
術
の
実

施
件
数
は
世
界
一
だ
。
ラ
ベ
ル

表
示
に
あ
る
カ
ロ
リ
ー
量
は
炭

水
化
物
一
ｇ
四
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
、
脂

肪
一
ｇ
九
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
、
誰
が
食

べ
て
も
同
じ
カ
ロ
リ
ー
を
前
提

と
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
ヨ
ー

グ
ル
ト
は
一
三
七
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
、

太
っ
た
人
は
一
四
〇
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

と
わ
ず
か
だ
が
、
積
も
り
積
も

っ
て
大
き
な
差
に
な
る
。 

摂

取

カ

ロ

リ

ー

は

ど

れ

だ

け
食
べ
る
か
よ
り
も
腸
が
ど
れ

だ
け
吸
収
す
る
か
で
決
ま
る
。

そ
の
吸
収
量
は
手
伝
っ
て
く
れ

る
微
生
物
が
ど
れ
だ
け
い
る
か

に
左
右
さ
れ
る
。
消
費
カ
ロ
リ

ー
も
運
動
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
決
ま
る
の
で
は
な
く
、

備
蓄
し
て
お
く
か
、
す
ぐ
燃
や

す
か
抱
え
て
い
る
微
生
物
集
団

次
第
だ
。 

 

レ
プ
チ
ン
は
食
欲
を
抑
え
る

ホ
ル
モ
ン
だ
が
、
太
っ
て
い
る

人
は
レ
プ
チ
ン
を
出
し
す
ぎ
て

脳
が
検
知
せ
ず(

レ
プ
チ
ン
耐

性)

食
欲
の
調
整
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
貯
蔵
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
正
常

に
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。
「
ニ
ワ
ク
イ
ム
シ
」
は
、

食
物
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
均
等

さ
せ
れ
ば
体
重
を
維
持
で
き
る

と
い
う
基
本
前
提
を
土
台
か
ら

覆
す
、
前
提
が
誤
っ
て
い
れ
ば

肥
満
は
暴
飲
暴
食
と
い
う
怠
惰

か
ら
く
る
生
活
習
慣
病
で
は
な

く
、
本
人
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
能
な
器
質
的
疾
患
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
肥
満
は
生
活
習
慣

病
と
い
う
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
機
能
障
害
と

い
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。 

 

胃
バ
イ
パ
ス
手
術
を
し
た
人

は
、
食
べ
る
量
が
制
限
さ
れ
た

と
い
う
よ
り
、
食
べ
る
量
が
減

っ
て
腸
内
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
―

タ
が
痩
せ
型
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
方
法
が

変
わ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ウ
ィ

ル
ス
と
細
菌
を
含
め
た
微
生
物

は
過
食
と
運
動
不
足
だ
け
で
肥

満
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
食
事

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
引
き

出
す
か
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
う
使
っ
て
貯
蔵
す
る
か
は
各

人
が
抱
え
る
腸
内
の
微
生
物
集

団
と
複
雑
に
関
係
し
て
い
る
。 

 

                                 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

６) 

 
 

「
肥
満
は
器
質
的
疾
患
が
主
な
原
因
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



  

■
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は 

最

近

や

た

ら

と

テ

レ

ビ

な

ど
で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広
告
が

目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
果
た
し

て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
効
果
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

サ

プ

リ

メ

ン

ト

と

は

、

健

康
食
品
に
分
類
さ
れ
る
食
品
で
、

健
康
食
品
も
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も

法
律
上
の
定
義
は
な
く
、
健
康 

           

  

  の
維
持
増
進
の
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

サ

プ

リ

メ

ン

ト

は

ビ

タ

ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
健
康
の
維

持
増
進
に
役
立
つ
特
定
の
成
分

を
濃
縮
し
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
状

に
し
た
も
の
で
す
。 

 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
各
社
メ
ー

カ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

数
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
役
割
や
目
的

に
よ
っ
て
大
き
く

3

種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。 

 

■
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
種
類 

 

・
ベ
ー
ス
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、

体
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
、
ア
ミ
ノ
酸
、
食
物
繊
維
、

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
を
補
い

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン

B
1

や
ビ
タ
ミ
ン

B
2

、
ミ
ネ

ラ
ル
は
鉄
や
亜
鉛
な
ど
単
体
で

販
売
さ
れ
る
も
の
や
、
ビ
タ
ミ

ン
を
全
て
含
ん
で
い
る
マ
ル
チ

ビ
タ
ミ
ン
と
い
う
形
で
販
売
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

・
ヘ
ル
ス
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、

健
康
維
持
や
美
容
な
ど
の
た
め

に
利
用
す
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、
プ
ロ
ポ
リ

ス
、
セ
サ
ミ
ン
、
カ
テ
キ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
サ
プ
リ
メ

ン
ト
は
、
ウ
コ
ン
、
マ
カ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
グ
ル
コ
サ
ミ
ン

な
ど
は
体
調
の
回
復
の
た
め
に

利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

■
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用
目

的
と
は 

サ

プ

リ

メ

ン

ト

の

利

用

目

的
は
健
康
の
維
持
・
増
進
や
病

気
の
予
防
、
食
事
で
不
足
し
て

い
る
栄
養
素
の
補
給
や
強
化
、

疲
労
回
復
、
美
容
や
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ど
性
別
や
年
齢
に
よ
り
目

的

は

様

々

で

す

。

さ

ら

に

約

５
％
は
医
薬
品
で
は
な
い
で
す

が
、
病
気
の
治
療
目
的
に
使
用

し
て
い
ま
す
。 

■
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用
状

況 

サ

プ

リ

メ

ン

ト

の

利

用

状

況
は
年
々
増
加
し
、
最
近
で
は

約
３
割
の
人
が
毎
日
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
以
前
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は

約
８
割
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
大

人
だ
け
で
な
く
、
子
供
用
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
身
体
の

成
長
や
脳
の
発
達
の
た
め
に
、

約
８
～
１
０
％
程
度
の
親
が
子

ど
も
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
与
え

て
い
ま
す
。 

■
正
し
い
利
用
法
と
は 

サ

プ

リ

メ

ン

ト

の

情

報

は

T
V

や
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
情
報
が
氾
濫
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
購
入
す
る
前
に
、

ご
自
分
に
本
当
に
サ
プ
リ
メ
ン

ト
が
必
要
か
考
え
て
み
ま
す
。 

 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用
の
前

に
、
ま
ず
は
毎
日
の
食
事
か
ら

野
菜
、
果
物
、
乳
製
品
、
魚
な

ど
を
食
品
か
ら
取
り
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

心
が
け
、
食
事
内
容
や
食
生
活

事
態
を
見
直
し
ま
す
。 

 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
購
入
す
る

際
に
は
成
分
名
、
含
有
量
、
問

い
合
わ
せ
先
を
確
認
し
ま
す
。

特
に
健
康
面
の
安
全
性
や
有
効

性
を
判
断
す
る
た
め
に
は
含
有

量
が
必
要
で
す
。
サ
プ
リ
メ
ン

ト
は
食
品
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
１
度
に
多
種
類
の
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
摂
取
す
る
と
健
康
被

害
の
可
能
性
が
高
く
な
り
、
被

害
の
原
因
究
明
も
難
し
く
な
り

ま
す
。
何
種
類
か
摂
取
し
て
い

る
場
合
は
、
同
じ
成
分
が
重
複

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
過
剰

摂
取
に
よ
る
体
調
不
良
も
引
き

起
こ
し
ま
す
。 

 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
食
品
で
は

あ
り
ま
す
が
、
薬
の
よ
う
な
副

作
用
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用

す
る
と
き
は
、
ど
こ
の
メ
ー
カ

ー
を
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
飲
ん

だ
か
な
ど
を
メ
モ
し
、
体
調
が

悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
使

用
を
中
止
し
、
医
療
機
関
や
保

健
所
へ
報
告
し
ま
し
ょ
う
。 

【
参
考
資
料
】 

t
y

o
jy

u
.o

r
.jp

 

                                 

No188 健康がいちばん !   

効果あるのかサプリメント 

場合によっては副作用も 

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/eiyouso/supplement.html


   

 

㈲
ヤ
ス 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
東
京
都
葛
飾
区
堀
切
、
今

安
卓
也
社
長
、
℡
０
３
・
３
６ 

９
５
・
５
２
４
５
）
は
こ
の
ほ

ど
、
独
自
技
術
「
デ
ュ
ア
ル
カ

メ
ラ
」
搭
載
の
自
動
検
査
装
置

に
関
す
る
本
格
的
な
販
売
を
開

始
し
た
。 

 

同
技
術
は
、
検
出
し
た
不
良 

ラ
ベ
ル
の
貼
替
な
ど
と
い
っ
た 

        

      
 

 
 

      

   

修
正
後
に
ウ
ェ
ブ
を
巻
き
戻
さ

ず
修
正
箇
所
を
再
検
査
で
き
る

も
の
で
、
特
許
出
願
中
の
段
階

に
あ
る
。
す
で
に
数
台
が
ラ
ベ

ル
印
刷
会
社
に
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
問
い
合
わ
せ
件
数
も
増
え

て
い
る
。 

デ
ュ
ア
ル
カ
メ
ラ
の
構
造 

は
、
１
台
目
の
「
メ
イ
ン
カ
メ

ラ
」
が
ウ
ェ
ブ
の
上
流
で
不
良 

                    

   

を
検
出
し
、
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル

上
で
搬
送
を
停
止
す
る
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
修
正
作
業
を
行
い
、

ウ
ェ
ブ
を
再
搬
送
さ
せ
る
と
、

２
台
目
の
「
サ
ブ
カ
メ
ラ
」
で

ラ
ベ
ル
の
修
正
箇
所
前
後
か
ら

検
査
を
開
始
す
る
。 

一

般

的

な

自

動

検

査

装

置

は
１
台
の
カ
メ
ラ
で
ラ
ベ
ル
の

検
査
を
行
う
構
造
で
あ
り
、
検

出
し
た
不
良
ラ
ベ
ル
の
修
正
箇

所
の
再
検
査
は
修
正
箇
所
を
カ

メ
ラ
の
位
置
ま
で
巻
き
戻
し
て

再
検
査
す
る
。
そ
の
た
め
、
装

置
自
体
が
大
型
・
複
雑
化
し
、

ま
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
も
高

額
化
を
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。 

こ

れ

に

対

し

て

デ

ュ

ア

ル

カ
メ
ラ
は
２
台
の
カ
メ
ラ
搭
載

に
よ
り
、
課
題
を
克
服
。
サ
ブ

カ
メ
ラ
で
再
び
修
正
箇
所
の
不

良
を
検
出
し
た
場
合
も
、
ウ
ェ

ブ
が
自
動
停
止
し
、
「
サ
ブ
テ

ー
ブ
ル
」
上
で
修
正
で
き
る
。 

サ

ブ

カ

メ

ラ

は

そ

の

目

的

に
よ
り
汎
用
タ
イ
プ
か
ら
高
解

像
度
タ
イ
プ
ま
で
選
択
可
能
。 

そ

の

た

め

、

２

台

の

カ

メ

ラ
構
成
で
あ
っ
て
も
設
備
投
資 

   の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。 デ

ュ

ア

ル

カ

メ

ラ

の

優

位

性

に

つ

い

て

、

今

安

社

長

は

「
修
正
箇
所
の
保
証
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
要
求
の
多
様
化
の

中
で
、
本
機
構
は
ウ
ェ
ブ
を
巻

き
戻
す
必
要
が
な
い
た
め
、
小

型
・
低
価
格
の
み
な
ら
ず
操
作

性
の
向
上
も
実
現
。
特
に
ス
リ

ッ
タ
ー
と
の
併
用
に
よ
り
、
検

査
と
仕
上
げ
が
ワ
ン
パ
ス
で
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

省
人
化
・
省
力
化
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
る
。
ま
た
既
設
の
装

置
に
関
し
て
、
機
種
に
よ
る
も

の
の
基
本
的
に
は
後
付
け
で
の

サ
ブ
カ
メ
ラ
搭
載
に
も
対
応
し

た
い
」
と
説
明
す
る
。 

更

に

「

ラ

ベ

ル

業

界

で

は

近
年
、
品
質
要
求
が
厳
し
く
な

っ
て
お
り
、
要
望
に
応
え
る
た

め
の
検
査
作
業
で
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
デ
ュ

ア
ル
カ
メ
ラ
は
、
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
効
果
を
発

揮
す
る
新
技
術
と
し
て
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
」
と
話
し
て

い
る
。 

                                 

第
一
九
一
回

「
ヤ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」 
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る 
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ど
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・ 

新 

製 

品 
独自技術デュアルカメラ搭載の  

自動検査装置の本格販売開始  

 


